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　セミナーシリーズ第 3 回は、第 8 回世界考古学会議京都大会（The Eighth World Archaeological 
Congress in Kyoto, WAC–8 Kyoto）の重要人物をゲストスピーカーとしてお招きして開催した。一人
は九州大学教授であり、世界考古学会議の第 6 代会長でもある溝口孝司氏、もう一人は WAC–8 Kyoto
の運営を担う NPO WAC Japan 事務局の主要スタッフであり、主要な肩書きとしては大阪文化財研究所
の研究員だが、当時は災害復興支援の一環として福島県文化振興財団に出向していた岡村勝行氏である。
開催当時は WAC–8 Kyoto まで 2 年あまりというタイミングであった。お二人の発表でも、その後の











響下に我々は生きている。2016 年 6 月に筆者が英国
で目の当たりにした EU 離脱か否かを問う国民投票の
結果、同 11 月のアメリカ大統領選挙の結果を見れば、
我々は改めて近代国民国家に向き合う必要があること
は言うをまたない。「スーパーグローバル」であること
が無条件に是であるかのような謳い文句が飛び交う日
本のアカデミアにおいても、依然として「日本考古学」
という枠組みは強固で、だからこそ、その現在地は常
に確認する必要がある。
